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自動条払機を中心とする上浜技術の改善

柿■　崎　春　彦

（宮城県査読）

1　ま　え　が　き

養蚕における上族作業は農林統計によると第1回の

とおり養蚕全労働の約14％となっているが，上族労

働は作業労力が1～2日に集中して大きなピークを作

るところに省力化の難しさがあり，問題点とされ，従

来から上演作業の省力技術に対する要請は強かった。

第1回　作業別労鱒時間の百分比
（44年100毎当たり）

上族方法としては古くは一頭拾い法であったが，こ

の方法は肉眼で熟蚕を判別し1頭ずつ拾い集めて族に

収容する方法であり，これは労力を極めて多く必要と

し不合理な方法である。近年になり，年間粂桑青の普

及に伴って，綱取り法，柴取り法，粂払い法，自然上

演法等の省力化技術が取り入れられつつある。綱取り

法は熟蚕が現れたころに適当畳の給桑を行い，その上

に縄網または上族ネット，ネトロソ蚕網等をのせてし

ばらく放置すると未熟蚕は網下で食桑し，適熟蚕が営

繭場所を求めて網上にはい上がるから，適期を見はか

らってこれをつり上げ．鼓を揺り落として集め族に収

容する方法である。柴取り法は綱取り法と同様に給桑

した熟蚕の上に，くぬぎ．なら，けやき，はぎ，くり

等のような悪臭がなくしおれない滑らかな葉がついた

木枝をのせて，そこに熟蚕が集まったころを見はから

ってこれを払い落として熟蚕を集め，族に収容する方

法である。粂払い法は柴取り法の変形で植物葉の代り

に桑葉をそのまま使う方法である。払い落しは粂桑の

太い方つまり基部を片手に持って条に振動を与え，蚕

を振り落とす。この際，条払台のような払い落し用の

専門の簡単な道具を使用すれば更によく払い落とせる。

自然上族法は蚕座に接して置かれた族へ熟蚕が蚕座か

ら自力で入っていくようにすることでうまくいくと上

族労力が著しく節減できるし．過熱蚕のみがはい上が

るから適勘のこも抜きができるので糸質が勝るよう

になる。しかし，うまくいかないとはい上りが悪く，

集中繭を多くし，また，上族終了までに長時間を要す

る欠点がある。このような上族技術が取り入れられつ

つあるが，養蚕経営規模の拡大化傾向に即応する上族

技術の改善にはこれらの方法だけでは研究上の問題点

は少なくない。

新しい養蚕技術研究の一環として東北地域では，岩

手，宮城，山形，福島および新潟の5県共同の近代育

蚕技術の確立に関する試験が昭和44年■－46年にわ

たり農林省農林水産技術会議事務局の総合助成のもと

に，蚕糸試験場東北支場の助言を得て各県蚕業試験場

が課題を分担協力して実施してきたが，これらの試験

の中で，宮城県蚕武は自動粂払機を考案し，この機械

を中心とする上族作業技術の改善を中心に試験を進め

た。
2　試験結果の概要

1　自動粂払機の構造の概要

フレーム（1，700瓜好×1．400朋）は軽量型鋼ででき

ており，4本胸をつけた基礎台（高さは前方750侃脇，

後方850職）にパイプ製の枠が5段に取り付けられて

いる。それぞれの枠には日の異なる網が張られている。

上段の網枠（1．740孤捉×1，600取成）の周臣＝二は，熟蚕

や枝条が本機の振動（水平および上下動する）によっ

て飛び出さないように高さ100風砕の網が張られている。

この約枠は桑（粂桑や全芽・全集）と熟蚕の分離が目

的である。中段（水平および上下動する）の網枠

（1．700侃犯×1．275風花）の網目はやや細かく上段を通

過して落下してきた細かい桑菓片の除去ができるよう

になっている。網目の一番細かい下段網砕く上下動す

る）（1，450戒冴×1．200舶）で落下してきた鋏蚕の収

集と蚕ぶんや桑糞片を分離する。機垂は約115吼ケ左

馬力のモーターで作動する。
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2　自動粂払磯利用による上族試験成績

第1表　自動粂払機の能率調査

（1）場　内　試　験

本機を使用した能率調査は第1蓑のとおりである。
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注．飼育量　両区とも，0．75箱，飼育法山型式粂桑育

この成掛こよると，場内試験では，熱蚕2万顕（約

1箱）当たりを上残させる労力は指数で対照区100．

粂払い法区40，粂払い台区57，自動条払機区は22

で最も少なかった。したがって，自動粂払機による労

力は，一頭拾い法の約％，手による粂払い法の約％に

過ぎなかった。農家試験でもほぼ同様な成鎖であった。

自動粂払機による上族作業の特故は

（1）スイッチ1つで簡単に誰でも操作できる。

（2）粂桑菅はもちろんのこと，平飼いや普通青でも

利用できる。

（3）屋内，屋外を問わず電源さえあればどこでも便

用できる。

（4）熟蚕収集が短時間に容易にできる。

（5）組作業により人手不足の問題が解決される。

（6J　熟蚕は傷つくことなく手拾いしたものと全く同

様に営繭する。

（7）移動式で運搬に便利である。

（8）作動中の振動による移動が少ない。

（9）小枝や桑葉片，蚕ぶんなどの混入が少なく，熟

蚕の族への振り込みも容易である。

㈹　故障が少ない。

等である。
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5上上策技術体系

自動条払機を使用する場合の上族技術体系の一例を

第2表に示す。

第2表　自動粂払掛こよる上策技術体系（規模：1DO箱） 宮城県蚕業試験場

作　　　 業　　　 名
使　 用 す る 機 械 10 0 箱 に必 要 な 1 日の 作 業 時 間 必　 要　 な　 作　 業 移 動 の で き る

お　 よ　 び　 義　 兵 な　 労　 働　 時　 間 の　 見　 積　 り 人　　　　　 員 作　 業　 の　 可　 否

上　 蕨　 準　 備

族　 の　 組　 立　 て 回 転 族 1，5 0 0 組 6，0 0 0 分 8 時 間 1 2．5 人 ○

そ　 の　 他　 の　 準　 備 尿愛器，こも，わら等 5 0 0 8 1．0 ○

座 直 しお よ び網 入 れ ネ ト　ロ　 ソ　 蚕　 網 　 5 0 0
2 回 ‾ 4，0 0 0
5 回 ＿ 6，0 0 0

2 2．5 ○

給　　　　　　　　 桑 1 回 2 5 5．5 ○

上　　　　　 族

模　 枕　 の　 設　 置 自動 条 払 検　 4 台 1 8 0 1 0．5 ○

粂 運　 搬

払 熟 蓑 収 集

い 落 下 粂 片 付 け

1，2 0 0 5 1 8．0 ○

振 込 族 立 て　　離

りみ 芸 ぶ ん 運 搬
2，5 0 0 8 5．2 ×

族　 の　 つ　 り　下　 げ 1，0 0 0 8 2．1 ×

残　 蚕　 繭 拾 い　 と　り 5，°0 0 8 三° ○

衷　 座　 の　 片　 付　 け 8，5 0 0 8 1 4．0 ×

廃　 条　 の　 運　 搬 リ　　 ヤ　　 カ　　 ー 1，2 0 0 8 2．5 ○

族　 中　 の　 管　 理 1．5 ○

注．1）移動のできる作業の可否で○印は移動できるもの．×印は移動できないものである。

2）必要な作業人数は合計であって上勝日数が2日間にまたがる場合はおよそ半数で負担できる○

なお，自動粂払機1台の粂払い能力は，岩手県蚕試の

調査結果では，上族前々日から5日間にわたる場合は56

箱，上族前日から2日間にわたる場合は44箱であった0

大洗模養蚕における自動条払級を使用した上族作業

体系について宮城県蚕業試験場，坂元養蚕センター，

菱沼養蚕センターおよび清水義蚕組合で宮城県蚕訳が

調査した結果は次のようであった。

（1）上族前々日あるいは前日の粂払い2～5回前の

給桑時にネトロン蚕網を被覆して粂桑を給与する。

（2）上族前日に約20％自動粂払機で粂払いし，蚕

座を約宛にした厚飼いで給桑を続け，翌日熟蚕が約70

％出現後自然上瑛法を実施する。

（3）自動粂払槻1台当たりの作業者は5人あるいは

6人の組作業が理想的である。

（4）熟蚕条の運搬は，はぎとり専門に補助者1人を

配置するのか理想的であるが，連敗する人数はその距

離が50～dO〝7であると約5人が適当であり，それ

よりも近距離の場合は2人でよい。

（5）熟蚕条の運搬距離は，20－50mであると自

動粂払磯の作動上便利である。

（6J d人の組作業の場合は，粂桑のはぎとりと運搬

に2人（馳敵によってプラスする），自動条払機の

スイッチの作動・掃除・機械の調整等と粂払機作動中

の粂払い補助に1人，粂下条の附着蚕繭の拾い取りと

落下魚の板東，片付けに1人，払い落とされた熟蚕の

収集に1人，払い落とされた熟蚕の逢搬に1人（距離

によってプラスする）で実施す早のが能率的である。

（7）5人の組作業の場合は，1箱当たり5回単位に

粂払機作業を区切って行うのがよい。すなわち熟蚕粂

運搬作業と粂払い作業を交互に5回ずつ行うのである

が，途中の2回の熱蚕運搬中は粂払機を休止させなけ

ればならない。

（8）粂払いする適期は熟蚕発生状態が80　－70％

の時が最も良い。

（9）自動条払機作動中の粂払い補助者は，条払いし

やすいように網目にささった桑集．粂桑の取除きとか，

粂払機上の私案付着条のほぐしなどの補助作業に気を

つけること。

Oql　払い落しの時期とネトPソ蚕網の被覆方法が適

当であると残蚕繭拾いに時間を要しない。

00　平飼いあるいは切断粂桑給与の場合には中段網

枠を取り外して実施した方が能率的である。

（1分　自動粂払枚は長く連続的でなく2～5箱単位で区

切りながら使用することが粂払い後の作業も手順よくいく。
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0・熱蚕の蕨器への振り込みはその約20％を自然

上族させると振り込み労力を分散できる。

㈹　改良粂払機はd人体系で1箱当たり6－7分ま

で熱蚕払い落し作業を高めることができる。

¢㊥　熟蚕の瑛器への振り込みは払い落としたままで

直接振り込むようにした方がよい。

最新式の自動粂払機での粂払い上顔の作業手順は第

2国のとおりで，1箱当たりの上兼時間の目標は2時

間18分である。

一方，信光式壮蚕自動飼育機での上瑛技術としては，

宮城県蚕試で調査した結果では，上段一中段は自然上

顔法を行うようにし，中段～下段は自動条払機による

粂払い法を行うようにする。場合によっては全段を粂

払いする。この場合，ネトロソ蚕網を上族前々日ある

いは前日に被覆する必要があり，被覆後は切断条桑で

なく粂桑を給与しなければならないし，熱蚕条のはぎ

取りには2一一5人を必要とする。

この装置での上族作業配分は第5回のとぉりに行う

のが理想的である。

また，共立式自動飼育磯における上族作業は，岩手

県蚕試で調査した結果では切断桑給与による自然上無

法で1蚕座当たり855分（箱当たり418分）を要し，

自動粂払機で条払い後自然上族する方法では1，004分

（箱当たり502分）を要した。このことから前著の方

が有効のようであるが，自動粂払幾の作動体系を工夫

すれば後者の成績がもっと向上する可能性が多い。

、・・こ・；ニ：、・

l∃l＿雅誰姫誰雅張．
上族前々日　初熱蚕は5　ネトロン蚕　桑払機に熟

あるいは前　～10％位拾　網をかかえ　蚕条を運び

蓋筆書蓋巨ミ警…ぎ安芸霊写雪ぎ霊誓い
やすいよう
にネトロソ

蚕網を被覆
する。

のまま，族
器に振り込
んで行く，
この場合熟
蚕が集横し
すぎたら，
忌避剤を使
用して自然
上族法にす
る。

払い落とし　残蚕繭を手　粂払い後の　蚕ぶん蚕沙

た熟蚕は至　で拾い取る。条整理　　廃条を片付
ける。

第2図　自動粂払操による粂払い上族の作業手順Jl血
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第5図　倍光式壮蚕自動給桑故における上族作業配分図
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5　　ま　　　と　　　め

以上のごとく労力的な上僕作業は，自動粂払磯を中

心とした作業体系により著しく省力化される。

しかし，これを使用して上族作業を能率的に実施す

るには，ほかの上演技術と同じように蚕の発育経過を

できるだけ抑えることが絶対的条件であり，また，作

業の体系化によって粂払い上演の特色も発揮されるも

のであるといえる。

このため事前，事後の作業手腕，作業員の分担配置

族器組立
ておよび

その用意

飼育　中

適　　宜
上　族　前　日

ネト　ロソ

薫　　網

上の給桑

等を十分に検討し，粂払機で払い落とした熱蚕を直接

顔に振り込む体系が中心となるであろう（第4．図参

照）。

また，場合によっては上浜前々日，前日あるいは熟

蚕出現後に軌蚕を条払機で収集してから，自然上浜法

を併用して行うことも上浜能率を向上させるものであ

る。

なお，今後さらに上演作業技術の改善のためには蚕

の生理に適応した幅広い発育制御技術（例えば熱化促

進剤の利用）を取り入れることが必要であろう。

粂　払機

運　　転

払い落し

手　助　け

払い落し

熟蚕集め

同　　上

運　　搬

上　　　　　演

巨］

当　　　　　　日　　　　：上族翌日：

第4図　自動粂払機使用体系の作業手順


